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産業用受変電設備の保護継電方式
Protection EqulPment forlndustrialSubstations

産業用′豊変`.註設伯に対する供給イ1て和叶射｢り卜のニース'は年々高まり,オス絶縁開閉

装市,ガス絶細密圧昔㌫ マイクロコンヒューータ応用など多くの技椰柏勺発展を比てい

るが,似戚糾`電プJ⊥℃も,それらに適イナした形で変化している‥

そこで,拉近の′乏変1豆設帖･の勤l｢-Jと,新Lいシステムニ【て､に対応した保碓紺i電

方J(の巧▲え方,i粋け二形付こ慮糾ノ正号ささの特徴,マイクロコンヒュMタ広川日動∴一丈検装置

付■沖_lL形剥米1琶システムなどについてキ7り卜する.､また,′三愛屯設イi｢;fでの保,穫方式のう

ち,加給保,穫協調と地絡保.穫l瓜洞について述べる･ととい二,選択地絡伯L穫‾方式の北

本郎Jぢ▲え方を糾う介するこ,

n 緒 言

産業用′受変電設備のイ米讃継電方式は,生産設備の形態によ

っても巧‾え方が異なるか,北本的には安完三した一定柑供給をす

るため,故障発毛時の系統ウナ維を蹄去小,かつ他への-一対孜沌及

をl紡ぐため速やかに行なう必要がある｡

一方,恍穫継患器は,電十機器の発珪主に作いイ妄=摘州三の高い

【拝】=F淵米1宝器も開発されている｡l抑止形糾電旨詩は,従来の誘

導形糾7荘器と比較L,校維化するシステムニーズにf㌢致:Lた

機能の多様化に対J芯可能であり､耐才≦特件の仙_

2三などによる誤動作もド方止することができる.｡

ロコンヒュ一夕応用の[1動ノ∴り余業甚もI5日発され,

う仁子根性の高い保.穫継電力式が確､?二された｡

卜によってJ也

また,マイク

よ り い/ンそ

臣l 保護継電方式の考え方

般近のそ変`竜設伯は,かろ絶純愛屯所(Gas-insulated Sub-

station)が石三着している1)｡二れは,･桝付｢自了和'をの縮小化(‾大乞毛

絶縁方式に比べ66/77kVで約÷),完全密閉のため塩二吉,大1t

fち主袈の呈jを子守竿を′受けず､感電の心配や外的要【勾による乍ミ絹行･地

終車放かないなどの高い安全作が確保でき,逆転中の′州こ灸,

左期的な糀譜､分解点検などかほとんど不安となる.-)また,変

J土器でも省‾ノJ化とJ左全件･防災という意味から､30kV以下で

はモー【ルド変斥器,60kVを超えるものについてはガス絶縁埜

｢石器が採用されるようになってきた2)(オ､ス絶縁変｢石貨…主につい

ては,本弓一 F‾受′変屯設備f召変口三器+を参j!てりL_､

以卜のような変iE機器の進むとともに,恍讃継電方J〔も新

しい托1恥や考▲えプアかゃ人されている〔)例えば,カ■､ス絶縁壇屯

所でのガス圧三㌧与:こ視も,単なるかス密度検JIほ削二よるて諒予報か⊥-〕,

マイクロコンビュ【ダ応用によりか､ス仔のi比度補if二や,ガス

tt変化の【吉さこ祝とそのガイダンスまで行ない,日常ノ1り貧の簡略

化や∴土輔女を未然に防ぐニチロ方保全のぢ‾え方も確_､ンニされてきた.=,

-∴万,電力の供給イi摘州三1rり卜を回るため′受電ノブ式や付線ガ

J〔による系統_Lの検討も必要である｡系統の一触性や,システ

ムの苑安僅から見た供給イ盲子細度のf‖ト廷=廷j係を図1にホす｡

保,言斐糾電方式も,その信鰍作か電プJ供給イうi相伴を左右する

ため,系統に応じた保濯糸淋毒方式が採用される;｡産業m′乏変

iE設備でも大槻校プラントや負荷_屯零度の高い系統で､ル【

プ′乏ノ.註の母線保.穫の採用やルーフ､触′｢琵のパイロットワイヤ方

式の採用で,より高い供給†言細ノlノ1三を得ることかできる｡耗業
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図l 供給信頼度向上対策マップ 系統は上回の分類の組合せで構成

される｢.

何食変電設備での保;穫継電方式と適用継乍E旨諒の分枇を表lに

ホす｡付こ.獲糾う電器は､従来の`■E磁形継`】註器に代わって､ト;甘体

J応用椰lい1ニラ糾電器が欠くことグ〕できないものになってきてい

る｡

田 静止形保護継電器とその使い方

最近,人規校設イ胤 公J】こ設備などをrトL､に,よりいっそう

の†三根竹三向卜､告八,吊力及びコンパクト化の要j托が高去っ

ている.二､このような要)正に対L,保.穫及び制御システムのi巾

何かJ〕アプローチを行なっており,両‾名■は漱接な関係をもっ
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表l保護継電方式と適用継電器 適用保護継電器は,電磁形,静止

形共含む｡

回路又は機械 用 途 器 具 番 号 保 護 方 式 適用保護継電器

受 電

短 絡 5JR 過 電 〉売 】0-C,旧一Cl(瞬時要素付),SO

地 絡 51GR 地緒過電流 10-L.SO

圧紹空気異常 63A 機 械 的 圧力スイッチ

変 圧 器

過 負 荷

引P 過 電 流 10-C,SO

26T 機 械 的 ダイヤル温度計

内部異常検出

87T 比率差動電)充 lYT,SYT

96T】 機 械 的 ピトー継電器第I段

96T2 機 械 的 ピトー継電器第2段

33 機 械 的 フロートスイッチ(低油面)

電 圧 調 整 90 調整継電器 SV-W

変圧器二次

短 鴇 51S 過 電 )充 10-C,SO

過 電 圧 59S 過 電 圧 ルーAC.SV

低 電 圧 27S 低 電 圧 lV-UC,SV

配 電 線

短 絡 引F 選 択 地 絡 10-C,10-Cl,SO

地 絡

57GF 選 択 地 績 lGF,SHGF

64V 過電圧地絡 SG一×

特別高圧母線 母 線 保 護 87B 母 線 保 護 SDB,×一SDB

ループ配電線 短縮･地絡ll

87SP･87GP パイロットワイヤ UD,SHD

コ ンデンサ 内部異常検出
電 流 平 衡

差 電 圧 ∪V3-AC

22kV配電線 地 絡 引GF 過 電 )充 10-+,SO

ている｡▲

ア7r■ローチの具体的例として,保護継電器をIC化し,マイク

ロコンヒュータによる日動ノた検機能を備えた,メンテナンス

フリーで信根性の高い静止形保護継電器についてその他要を

述べる｡

3.1 システム構成

日動′即売機能付牌止形帆穫糾ノー二E器を佐川した′乏変屯設備用

監視制御装置の機能ブロック間を図2に,装置全休グ)外観を

図3にホす｡

一た検機能全体の制御を制御袋帯(制御盤内儀)か柑当し､
点検装置(保護継電器盤内威)は,制御装置からの点検開始指

令によって保護継電器個々に点検信号を与え,動作を確認L,

制御装置へノ∴(検結果,動作時間などを返送する｡

制御装置及び.即舞装置には,マイクロコンヒュ一夕(HMCS

6800シリーズ)を使用し,各々のマイクロコンビュータを辿

結Lて情報交換を行ない,処理能力及び速度のr｢iJ上を図って

いる｡

保護継電器はIC化によって1個の保護継電器要素を1校の

プリント板で構成し,高信輔性,コンパクト化を実現Lて

いる｡

設備が稼動中でも点検を行なうため,閉鎖配電盤では制御

装置からの指令によって,保護継電器が動作Lても速断器が

トリップしないように,保護継電器からのトリップ指令を切

換用補助継電器によって模擬速断器側へ切り換えておくてつ

操作盤では,点検指令を手動で与えるためのスイッチ,∴‡

検結果を表示するための表示器などを備えてし､る｡

プリンタでは点検結果,動作時間を記録する｡
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検出信号

直接トリ ップ指令

切
換
用
補
助

上

点検開始指令

点検範囲
静 止 形

保護継電器

(保護継電器盤)

慧琵壷歪*
結 果

点検中の事故対応

点検結果表示

注:略語説明など

*は,マイクロコンピュー

タ採用部分を示す｡

P･CT(計器用変圧,変流器)

点検結果

動作状態

操作指令

閉鎖配電盤

P･CT =¶
遮 断 器

操作指令 状態

制 御 装 置*

(スけ-ドプログラム方式)

表示

(制御盤)

操作指令

操 作 盤

プリンタ

図2 機能ブロック図 受変電設備監視制御の機能ブロック図を示す｡

2台のマイクロコンピュータを連結L,処理能力を向上させている｡

図3 装置の外観 装置は保護継電器盤2面,制御盤Z面及び操作盤l面

から構成されており,小形化(従来比30%)されている｢,

3.2 静止形保護継電器の種類と特徴

本手㍍で述べる静】1一二形保護継電器(K4シリーズ)は,60kV以下

の配電系統への適開を主にLたものである｡

K4シリーズは多くの椎類をもっているが,代表的な保讃継

電器の什様を表2に示すし_.

Klシリーズは,特に佐田巾での容易さ,保守の簡便化など

を巧層Lており,主な特徴は次のとおりである｡

(1)使用而での谷坊さ

過電流継電器は,従来から他用されてし-る誘轄円松形(反

限時形の動作特作)との協調,及び円亡置系統特有の過電流時
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表2 静止形保護継電器(K4シリーズ)の種類 整定範囲及び定格については,用途によって変更したものがあり,ここには代表例を示す｡

種 類 形 式 定 格 ∃ 整 定 範 囲

過 電 二充 継 電 器

SO-ZKl 5A

限時要素:3-4-5-6-8-10-12A

即時要素:20､-80A(連続可変)

動作時間:0.l～l秒(連続可変)

限時要素:3-4-5-6-8-】0-12A
SO-5K-1 5A

5A

動作時間:0.トノl秒(連未完可変)

即時要素:20ヘー80A(連糸売可変)(4へ】6A,10--40A)

電7充:0.2-0.25-0.35-0.5-0.7-l.0-l.4【ZA

電圧:5-10-15-20-30-40-50-60V

電圧:5-10-I5-20-25-30-40V

SO-6Kl

地 経 過 電)充 継 電 器 SO-3K】 2A

地 絡 過 電 圧 継 電 器 SG-×-1K‡

SHGF-2Kl

190V

地 籍 方 向 継 電 器
110V

lA

8.7A

動作時間二0.2---0.8秒

電;充:2.9-3.2-3.5-3.8-4.2-4.6-5.0-8.7A
【

比率差動継電器巨 SYT-1K】

即時要素:750---l′000%

不 足 電 圧 継 電 器 SV-UC-1K.】 l10V 電圧:6(ト65-70-75-80-85-90V

電圧:120-125-130-135-140-145-150V

電圧:70-75-80-85-90-95-=〕0V

過 電 圧 継 電 器 SV-1K】 liOV

電 圧 継 電 器 SV-2K】 l】0V

低 速 度 継 電 器 SF-2K_】

SF-1Kt

定格回転数(電圧)の20､40%以上

定格回転数(電圧)の85､130%以上過 速 度 継 電 器

l斗･ミ協荊を名‾慮L,動作牛別宅を反限l噂にLている｡

したが/ンて,__卜位系統に既設設伯(誘や円枇形)があり,下

位二系統に本牌l卜形体推継ノ患旨註を使用する場介,又はその逆の

場アナでも.動作打惟か同じ反限峠であるため,時l狙協調か不

抜であるし〕

高圧系統は非接地系統が多く,選択地絡継電着旨川塙:欄′定圧

検山方i去として,接地計器用変圧器による検.り1ブナ式(特別高

圧′受電の場合)と,コンデンサ形容柑′在1上検ノーfl器による検出

方⊥℃(高†-t一夏電の場合)がある｡ヰニ選択地絡継ノ.に器は,いずれ

グ)場合にも使川可能であり､【iij一設備内に前述の2椎研グ)`右

手‖電J十三検出‾方式がiはノ什する場でナ,仰=.穫継1電器が共用でき,保

威継`立岩謹の選定誤りなどのトラブルも発生しない

(2)小形化

保.音別Ⅰメ言う盲器の実装スへ-スは,従来の誘噂rリ粒形に比中交し

て30%になノー+ておリコンパクトであるこ♪

(3)イ‾.i和椚三の山上放び保′丁の省力化

半噂体回路の二卓化によって誤動作をr;〟+Lするととい二,

【′Ⅰ刺∴lJ二横磯能によって誤動作,誤不動作を-11し期横川L,その

‾対句‡が可能であり,f.i軒i竹三のl｢りトノ之び化さ＼1二の省力化が同れる､〕

(4)椚′托ノ;琵プJの低減

ICc7)一株川によって消ゼ哲′i二にプJが小さく,従火の路;洋11J粒形に

比較Ll‾Ei允【‖川存で10～30%に,屯J十三【口川行で杓25%に紙子蛾され,

.汁器用変成器の小作壬化につながる′=.
3.3 自動点検機能

Klシリーズの砕【l一川手保.稚糾屯岩詩は,マイクロコンピュータ

の指摘による各稚ノ∴く横磯能をもち,満仁鮒lノ1三,保丁の省力化

を尖一呪している｡ノ∴･二検機能〝)なかで代去的な常時黙,手妃､日動

1正朔ノ中二検,千劃偶訓寺ノ.1J二検につし､て以‾‾Fに述べるL)

(1)常時1き吉:こ視

二の機能は誤動作横山をするもので,保.穫継屯旨;壬の内部Ⅰ_亡-!j

上略を∴屯化L,一方グ)山川各だけが--一一滋時制以卜動作ご状態を継

ぎ綻Lた場アナ,異常と､い‖晰している√_,保.穫糾1電器グ〕速断器へグ)

トリ ッフ､.L-tりJは,二屯化州絡のANDとLているた･め,一概l斗叶許諾

キ ミ ストlトソフ■させるこ とはない

(2)【11励1ヒ肌･1･こ検

こク)機能は,延期的(例えば1回/日)に保護継う電器に柏

拗人力を印加1L,正常に動作することを確認する誤イこ動作検

亡†=幾能である｡

ノ∴く検問始日､いま,制御装置によってj墜断音詩のトリ､ソフ川路を

性拙速断才…きl那存へ切り扱え,∴上J二検袋帯に山検問輸指令を｢+1プJ

する｡ノ.り額装i削ま保碓継電器に朽享擬人力(南淡′【一己｢巨レベル)を

印ノJllL,東川三を確認後,絞拗人力を除上して粕付させる.｡似

穫刹准う宝器かノブ速断旨芹のトリソフィ言号は出力されるか,比に帖

抱巨速断暑馴川へ切り揖えてし､るため,遮断器はトリッブLないrJ

帖格王避lヰ叶器の状態をデ別御装茫己へ入プJrう1ることによって,∴‡検

装措かJ〕.i返送された∴ミリ貧結果から,制御装こ左では保.穫継1宅器

及びそのトリソフ■山上格までを含めた広範閃クー良子テを判断Lて

いる.=.

(3)‾千動臣加,半ノ〔l､】二検

′乏変′l一己設帖の巡視又は必要に応じ,手動指令によって日動

延期∴与二検と同様の確認を行なう機能である.｡二の場†ナは,あ

ご〕かじめノ1り奏する保碓継電器の範岡を指定できるようにLて

いる､-.

(4)∴■.り如けのせl牧村応

化‾.‾穫糾′■に旨こきの∴1､り喪中は,遮断器のトリソナ凶指を似端正迎断

器側へ一切り抱え,化さ威機能を付止させているため,実際に系

統-`糾故か発/†二した場ナナ,∴1大検を小止して正常な†米.穫を行なう

必要かある.｡二の一事1牧対J心は保,穫継1琶器のノ∴り奏のうえで重要

な要素である.二.点検している仙し讃j牌電貨蒜11】身では,実際ク‾)系

統車拍を検Hlすることができないた♂),他の二次的保.穫糾′;一旨

器との細†干せによって事故対応を行なっている｡

事放対応の鵜不的なぞ▲え方はカこに述べるとおりである〔

(1)加給､過負荷事故については､過電流継て註器内部の印紙

及び過負荷検出要素の仰互監視(=,

(2)非接地系地終車故については,地絡過`【宜圧継電器の監こ視｡

(3)接地糸J也終寸叫女については,地絡過電流継電器の二_車化

による柵7t思こ視｡

(4)停電,過1電圧一事故については,点検時問が如いためノ1り命

終了後対心｢

3.4 マイクロコンピュータの機能

l上1軌∴1､り令の実施,一事放対応などの判断,処理を点検装吊が

川.当し,′乏変電設伯全休グ)監相.,利子卸を制御装置か柑当して
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図4 保護継電器実装例 ユニットには保護継電器8個,及び2個の表

示ユニットが実装可能であり,占有体積は従来形(誘導円板形)の30%になって

いる｡

いる｡

点検によって異常か検出されると,図4にホす促進継電器

収納ユニットの右側に実装されている表ホユニットの異常麦

ホランブか点灯する｡それによって,どの保護継電器か異常

であるかをj迅速に､仁】j断,処理できる｡

[′1動定期点検では,保護継電器の動作,'イく動作だけでなく,

動作時間をも計測し,許容伯以内かどうかを判断している｡

¶一方,2台のマイクロコンピュータの処王里速度を高めるた

め,信号授′受は並列データで行なっている｡更に2子丁のマイ

クロコンピュータは,相互監視を常時行なっており,早期に

マイクロコンヒュータの異常を検出することによって使用†言

柏度を高めている｡

3.5 保護継電器の実装

静止形過電流継屯器の前向から見た状態を図5に示す｡従

来の誘導円枚形保礪継電器と同じ考一え方で取扱いができるよ

うに､動作他の整定はタップ,動作時間及び即時要素の整定

はレバーによって行なっている｡更に,変電所の喜式運転時の

過重わ試験で,イ米護継電器の動作を簡単にできるように動作用

ジャックの′受口を設けている｡同図で∴l､(検-OC,HOCとホさ

れている部分である｡動作鞘ジャックは保護継電器収納ユニ

ットの左端に実装され,いつでも試験可能である｡

一方､動作表示器は2佃あり,1個は保.攫継電器本体に′美

装され,保護継電器が動作Lているときだけノ1二灯している｡

他の1個は,表ホユニットに実装され,事故回復も.キ灯して

いるメモリ方式の表示器である｡このメモリ方式の表示器は,

保守者の指令か制御装置を経Hlして点検装置に仁ミ送され,消

灯される｡

保護継電器は,図4にホすように保1穫糾電器収納ユニット

に鼓高8佃実装可能であり,高さ2,300mm,幅800mm,喚行

800mmのキユーピクルには,収納ユニットが6イ札 保.穫淋て電

器個数とLては48個実装できる｡

図6に静止形過電流継電器のプリント板を示す仁つ フリント

板には,電流人力5A梢の補助変流器まで含めた仝弧1イ.を実

装しており,プリント板1校で従来の誘導円粒形の保護継電

器と同一一の機能をもってし､る｡したがって,保護剤塞電器を交

換する場合,プリント板を差し抱えるだけで簡単に‾交換でき､

保守者に与える負担を軽減しているっ
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区15 静止形過電涜継電

器の前面 従来の誘導円

板形保護継電器と同一の取扱

いができるようになっている｡

車鴨魂鵜

㍍

▲サ′Y

糊∴夢

図6 静止形過電流継電器のプリント板 補助変流器まで含めた全部

品を実装している_て

田 短絡,地絡保護方式

白`家用変電所での拍障としては,変圧器,電動機などの過

負荷,触綿,地絡,その他機械1杓故障が挙げられる｡事故時

の停電範槻や時間を一最′トとするたれ 保鷹協調を検討する必

要がある｡

4.1 短絡保護協調

過電子充継電器は,動作電子充タップ,動作時限レバー,必要

に応じて瞬時要素タップの磐完をすることで保穫協調を検討

する｡

動作電流タ･ソフナ51の蝶完は,カこ式を満足する最イ氏タッ7くと

する｡

∫51≧1.2J月′//CT比‥‥
‥･･………‥‥‥‥……･(1)

線路の定格電流J月を1.2惜しているのは,継電器及びその他の
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図8 時限協調曲線例 図2の単線接続図に対応Lて,①-⑥の協調を

検討し作成された曲線例である｡

51T2

TR

52S2

CB

51S2

CT

岱

52M2

CB

51M2
CT

42C21

52C2

CB

51C2

42C22 42C23

SC SC SC

注:略語説明

DS(断路器)

OB(遮断器)

MCB(配線用遮断器)

MGS(電磁接触器)

CT(変流器)

SC(コンデンサ)

00R(過電涜継電器)

TH-RY(熟動継電器)

lM(誘導電動機)

図7 産業用変電所単線接続図例 受電

から末端負荷に至るまで,各々の負荷ごとに時限協

調を検討する必要がある｡

誤差と余裕を意味する｡

動作時限レバーの整定時限nは,次式を満足するように整

走する｡

n≧n＋1＋S=‥…‥‥…‥‥‥……………………･(2)

ここに T乃:上位から第れ区間継電器の動作時間

n＋1:第れ＋1区間継電着旨の動作時間

S:区間の継電器動作時限整走差(0.35～0.4秒

以上)

瞬時要素のタッ70J50の整定は,二大式を満足するよう整定す

る｡

舟≦∫50×1.2≦∫s
‥･‥････…‥=……………‥‥…･(3)

ここに 九:変圧器励磁突入電流×1.2/CT比

ム:短絡電i充/CT比

受変電設備の単線接続図例を図7に,その時限協調曲線例

を図8に示す｡

4.2 地絡保護協調

地絡保護方式は,系統の接地方式によって保護継電方式が

異なる｡どのような接地系とするかは,電圧階級によって概

略分類できる｡表3に電圧階級と一般的な系統接地方式を示

す｡3.3kVあるいは6.6kV系統で非接地系が一般的となって

いるが,新設プラントあるいは大規模プラントで受変電変圧

器の三角巻線で電力会社系統と絶縁される場′合は,高抵抗接

地系の才采用が多くなっている｡これは,過音度異常電圧値の低
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表3 電圧階級と一般的系統接地方式 現在,一舟如勺に採用されてい

る接地方式であるが,3.3kV又は6.6kVでは高抵抗接地系の採用が増加している√

電 圧 階 級 一 般 特 殊

l10kV以上 声}諾諾造岩慧荒
60kV又は70kV 高抵抗接地

J

消弧コイル接地

川,20kV又は30kV 同 上 インピーダンス接地(発電機回路のみ)

3.3kV又は6.6kV 非 接 地
高抵抗接地

インピーダンス接地(発電機回路のみ)

440V 直接接地 非 接 地

l10V又は220V 非 接 地 直接接地

減,充電電†允や接地計器用変圧器多.中二接地の買う響をなく L,

確実な地絡保護かできるためである｡

地絡保護協調は実正路保.穫協調と異なり,三角巻線の変圧器

で系統が分離されれば,分離された系統との協調は巧‾慮しな

し､で折むことから容易に検討できる｡同一系統内で,地絡継

電器の動作時限レバーや限鵬継電器の併用で時限協調をとる

ことができる√⊃

4.3 選択地絡保護方式

非接地系あるいは高壬底杭接地系では,選択地絹イ米誠方式を

採用しなければならない場合がある｡二れは,地給電†充か系

統対地静電容量によって流.れる一存和電i充分が大きく寄与する

ためである｡図9に地絡故障を発生した場合の零柏電丁充分布

を示す｡同図で分かるように,地給故障を発生していない回

線でも,対地静電容量を通して零柏電i充が流れる｡各寄畑電

さ充は次式で求められる｡

r_._ 丘/′す
ご｡__ハ_,′__

九1=--------------------------一一------------------∠三上一u一--------------‾--‾‾‾‾‾-‾‾‾‾-ノ3(山Cll勺
1

Cl＋C2十C3 ＋9/陀月d

…(4)
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A回線

(地絡故障回線)

B回線
(健全回線)

C回線

(健全回線)

注:略語説明ほか

TR(変圧器)

GPT(計器用接地変圧器)

CLR(隈流抵抗)

ZCT卜3(零相変流器)

Cト3(対地静電容量)

-+>(Cト3による零相電流)

-◆(GPTによる零相電流)

図9 地絡故障時の零相電i充分布

非j妾地系での地絡故障時の計器用接地変

圧器及び対地静電容量による零相電ン充分

布を矢印(→及び一)で示Lた｡

Jo2
=ノ3(りC21ん･ ‥‥‥(5)

Jo3 =ノ3(山C31ん
‥…･･

……‥‥‥･(6)

E :線間電J上

い-):零相電J土

山 =2方/

Cl～:i:各回線の対地静電容苗

月g:地絡放障抵抗

凡～:接地計器用ナ変J土器三次制限抵抗

7I:接地計器用変圧器巻数比

すなわち,健全【叫視であってもその回線の対地静電容量が

大きければ,地結納電着旨が動作することになる｡そこで,放

担き｢自l線と健全同線の零柑電i充のベクトルが180J変異なること

を利絹L,′蕃柑電圧とグ)ベクトル手引二よって動作する選択地

結納ノl立器で,r牧障回線の保護を行なうプア法が採用される｡

l司 結 言

以_卜,拉近グ)産業用ノ受変電設備に対するニーズとそれに適

†ナL7二砕lI二形保護継電器をはじめとする新しい保.穫継電装置

に一Jいて説明した｡/ナ後,受変ノ竜設備は,絶糸如支術の進歩に

よって変電所のコンパクト化,メンテナンスフリー化がいっ

そう進むものと巧▲えられる｡また保亡穫糾電方式も,電磁形,

l-iii_11二形(アナログ形),マイクロプロセッサを適用したディ
ジ

タル形と多植多様の継電器を有機的に･抹増し,プラントの規

イこ‾失,特徴に合わせ,緩流性も考え合わせながら,イ三根性の向

_l二､知享保1二化などをいっそう研究する必要かある｡
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